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研究分野： 生物学 
科研費の分科・細目：遺伝•ゲノム動態 
キーワード：トランスポゾン、DNAメチル化、インプリンティング、クロマチン、ヒストン 
 
１．研究計画の概要 
 反復配列は脊椎動物や高等植物のゲノム
の大部分をしめる。ゲノム構造の安定性に対
する潜在的脅威であるだけでなく、エピジェ
ネティックな遺伝子制御を介して、多くの高
次生命現象に関与する。エピジェネティクス
研究分野の進展にともない、反復配列制御機
構の生物学的重要性が近年再認識されてい
る。私達はこれまで、シロイヌナズナの DNA
低メチル化変異で誘発される発生異常を連
鎖解析することで、DNA メチル化が反復配
列抑制によってゲノム構造を安定するとと
もに、トランスポゾン由来のプロモーターを
活用することにより、組織特異的遺伝子発現
やインプリントされた遺伝子発現を保証し
ていることを明らかにしてきた。これらの蓄
積をふまえて、本研究では、(1)「遺伝子とト
ランスポゾンを区別する機構の遺伝解析」と
(2)「インプリント遺伝子の進化の解明」を計
画した。 
 
２．研究の進捗状況 
 当初計画した上記の課題(1)と(2)の両者で
当初の想定を大きく超える進展があった。(1)
では、遺伝子のメチル化を負に制御する jmjC
ドメイン因子 IBM1を遺伝学的アプローチで
同定した（Saze et al 2008 Science）。さらに、
ibm1 突然変異体を用いたゲノムワイドの
DNA メチル化プロファイリングを行ない、
この因子が、転写される遺伝子の DNA メチ
ル化を防ぐことでトランスポゾンと遺伝子
のメチル化の区別に貢献していることを示
した(Miura et al 2009 EMBO J)。さらにこ
の新奇経路に関与する複数の新たな突然変
異体を得ている（論文未発表）。(2)に関して

は、インプリント遺伝子 FWA の進化にレト
ロトランスポゾン配列が重要であることを
示した（Fujimoto et al 2008 PLoS Genet）。
また、遺伝解析とゲノミクスを組合せること
で、転移能を持つシロイヌナズナの内在レト
ロトランスポゾンをはじめて同定した。多様
な内在トランスポゾンが同定でき、その中に
は、遺伝子の少ない動原体領域に特異的に挿
入すると予想されるものも含まれた
(Tsukahara et al 2009 Nature)。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）上記のように、当初の計画はほぼ達
成している。また、予想していなかった新た
な知見や、新たな研究素材を得ている。特に、
遺伝学とゲノミクスを組み合わせることで、
効率的に研究を推進できている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 DNA メチル化やヒストン H３のリジン９の
メチル化のようなヘテロクロマチンの目印
を遺伝子から特異的に排除することで遺伝
子とトランスポゾンの違いを生じさせる新
たな経路を見いだしている（Saze et al 2008 
Science）。また、これに関与する新たな突然
変異体（論文未発表）を複数得ている。これ
らの遺伝解析をさらに進める。また、ゲノワ
イドの DNA メチル化解析やヒストン修飾解析
を行う。遺伝学とゲノミクスを組合せること
で、効率的に研究を進められると考える。 
 また、動原体付近の遺伝子の少ない領域に
選択的に転移することが予想される可動性
のレトロトランスポゾンを新たに同定して
いる(Tsukahara et al 2009 Nature)。多くの
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生物のゲノムで、動原体付近には反復配列が
多いが、その進化機構はあまり研究されてい
ない。私達は今回新たに同定したレトロトラ
ンスポゾンを素材に、この機構にアプローチ
したい。 
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